
震災アーカイブの利活用 

資料１ 



復興計画における震災アーカイブ 
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○震災の記録の集積と活用 

 ・震災による被災状況や震災からの復旧・復興のプロセスを市民 
 や専門家等との協働により記録・保存し、集積されたデータの幅 
 広い活用を図る 
 
○メモリアル施設の整備 

 ・震災の記録と復興を後世に継承するためのアーカイブや情報発信 

 のための拠点を整備 

 

○絆と協働による復興の仕組みづくり 

 ・震災の記憶をとどめ、仙台・東北の復興の姿を広く発信する仕組 
 みをつくり、未来の仙台を支える子どもたちをはじめとする幅広い 
 市民との協働により推進 
 

仙台市震災復興計画では、以下の取組みを実施することとしている 



（参考）第１回検討委員会で委員の皆様から出された意見 
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○震災の記憶を後世に伝える 
○実際の災害の状況を伝える 
○震災から学んだことは何かを外の方たちに伝える 
○助け合いの精神の継承 
○東部沿岸地域の暮らしの掘り起こし 
 
○東北にいなかった方々と被災者が共に歩むための仕掛け 
○仙台から内外に発信するためのメモリアル 
○震災の記憶を次の世代に継ぐ仕組み 
○過去の津波被害を長く語り継ぐ仕掛け 
○思いを継続させる仕組み 
○学びにつなげる手段 
○ストーリーを伝えるための語り、思い出 



震災アーカイブの視点 
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① アーカイブの対象 
 Ａ 歴史・地域の営み 
  ・過去の津波被害の歴史 
  ・被災地域の暮らし、地域文化、歴史  etc 
 Ｂ 震災の状況 
  ・津波・地震の猛威、各地の被害の状況 etc 
 Ｃ 震災後の活動 
  ・避難所、各家庭での状況 
  ・ライフライン、エネルギー等の途絶 
  ・地域、ＮＰＯ、企業、ボランティア等の取組み etc 
 Ｄ 復旧・復興の取組み 
  ・がれき対策、ライフライン、エネルギーの復旧 
  ・避難所から仮設、自宅へ 
  ・経済活動の再生、心の復興 
  ・各種復興事業            etc 

② アーカイブの活用 
  アーカイブを活用し、どのような教訓・メッセージを発信して 
 いくのか 



アーカイブに関する取り組み（行政機関） 
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３がつ１１にちをわすれないためにセンター 
（せんだいメディアテーク） 

 
取り組みの目的 
 東日本大震災に対し、ともに向き合い考え、復興への長
い道のりを歩きだすため。 
 
対 象 
 Ｃ 震災後の活動 
 



アーカイブに関する取り組み（行政機関） 
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３がつ１１にちをわすれないためにセンター  
（せんだいメディアテーク） 

活動の概要 
ⅰ）収集の方法 
  市民、専門家、センタースタッフが協働で、復旧・復興に 
 かかるプロセスを独自に発信、記録していくプラットフォーム 
  記録された映像、写真、音声、テキストなど様々なデータ 

 を「震災の記録・市民協働アーカイブ」として収集 
 
ⅱ）対象の活用、発信手法 
  記録はウェブサイトで公開 
 し、館内外での上映会や対話 
 の場で利用 
  一部の映像は2階映像音響 
 視聴覚教材ライブラリーに 
 DVDとして配架 



アーカイブに関する取り組み（行政機関） 
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３.１１震災文庫（仙台市市民図書館） 
 
取り組みの目的 
 震災からの復興や生活再建を支援するため。 
 
対 象 
 Ｃ 震災後の活動 
 



アーカイブに関する取り組み（行政機関） 
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３.１１震災文庫（仙台市市民図書館） 
 
活動の概要 
ⅰ）収集の方法 
  震災後のH23年5月から震災に関する書籍や新聞、 
 行政資料、その他様々な資料を、購入・寄付などにより 
 収集。 
 
 
ⅱ）対象の活用、発信手法 
  市民図書館内に専用コーナー 
 を設置し、市民等に情報発信。 
 



アーカイブに関する取り組み（行政機関） 

8 

仙台市震災記録誌（仙台市復興事業局震災復興室） 
 
取り組みの目的 
 行政に関する震災対応の「記録」を残し、地域防災計画
や事業継続計画（BCP）等への反映など、「次に備える」
「他自治体に伝える」ため 
 
対 象 
 Ｂ 震災の状況 
 Ｃ 震災後の活動 
 Ｄ 復旧・復興の取り組み 



アーカイブに関する取り組み（行政機関） 
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仙台市震災記録誌（仙台市復興事業局震災復興室） 
 
活動の概要 
ⅰ）収集の方法 
  発災直後からの仙台市役所の活動、被害状況や発災後の応
急活動、生活復旧、復興へ向けた取り組み等について、庁内関
係課へのヒヤリングなどにより、収集し、記録。 

 
ⅱ）対象の活用、発信手法 
  本・DVDを作成し、全国の 
 自治体、国、関係団体、支援 
 団体へ送付。 



東日本大震災 １年の記録  ともに前へ仙台 
（仙台市総務企画局広報課） 

取り組みの目的 
 震災の脅威と、復興へ向かう仙台の今の姿をビジュアル
で伝える。 
 
対 象 
 Ｂ 震災の状況 
 Ｃ 震災後の活動 
 Ｄ 復旧・復興の取り組み 

アーカイブに関する取り組み（行政機関） 
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アーカイブに関する取り組み（行政機関） 
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東日本大震災 １年の記録  ともに前へ仙台 
（仙台市総務企画局広報課） 

活動の概要 
ⅰ）収集の方法 
  発災直後から、１年間の動きについて、関係者への体験談 
 の取材内容や、関係機関などから提供された写真等を記録。 

 
ⅱ）対象の活用、発信手法 
  本を作成し、各情報センター 
 で販売。（1部1000円） 



フォトアーカイブ  東日本大震災  仙台復興のキセキ 
（仙台市総務企画局広報課） 

取り組みの目的 
 未曽有の大災害による被害状況、そして、国内外から寄せら
れる温かい支援を力に、厳しい試練を乗り越えて復興へと歩み
続ける仙台のまちの姿を、写真で綴り、震災の記憶や復旧・復
興の取組みを伝える。 

 
対 象 
 Ｂ 震災の状況 
 Ｃ 震災後の活動 

 Ｄ 復旧・復興の 
   取り組み 

アーカイブに関する取り組み（行政機関） 
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アーカイブに関する取り組み（行政機関） 
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フォトアーカイブ  東日本大震災  仙台復興のキセキ 
（仙台市総務企画局広報課） 

活動の概要 
ⅰ）収集の方法 
  「東日本大震災１年の記録 ともに、前へ仙台」を作成 
 する際に収集した写真や、震災時に職員が撮影した写真を 
 画像データ化。 

 
ⅱ）対象の活用、発信手法 
  仙台市ホームページ内 
 で公開。 



市史  せんだい（仙台市博物館市史編さん室） 
 
取り組みの目的 
 充分な議論の蓄積なしに特定の説が固定化する状況に、
以前から疑念を有していたこともあり、まだ検討を加える
べき所も残されているが、慶長地震を 
めぐる議論の問題点を明らかにする 
ことを目的として特集で取り上げた。 
 
対 象 
 A  歴史・地域の営み 
 

アーカイブに関する取り組み（行政機関） 
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アーカイブに関する取り組み（行政機関） 
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市史  せんだい（仙台市博物館市史編さん室） 
 
活動の概要 
ⅰ）収集の方法 
  仙台市博物館が定期的に発行。 
  Vol.23 特集「歴史地震・津波を再考察する」 
 
ⅱ）対象の活用、発信手法 
  仙台市博物館内売店で販売。 
 （1部500円） 



ＲＥ：プロジェクト 
（公益財団法人 仙台市市民文化事業団） 

 
取り組みの目的 
 津波により被災した地域の暮らしや文化、伝統を後世に 

伝える 
 

 
対 象 
 A  歴史・地域の営み 
 

アーカイブに関する取り組み（行政機関） 
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〈主催〉仙台市・公益財団法人仙台市市民文化事業団

ここはどういう場所で、どんな暮らしがあったのだろう
地域資源を再発見／再認識／再考する



アーカイブに関する取り組み（行政機関） 
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ＲＥ：プロジェクト 
（公益財団法人 仙台市市民文化事業団） 

活動の概要 
ⅰ）収集の方法 
  市民文化事業団事業として、関係者への体験談などを直接 
 取材により収集 

 
ⅱ）対象の活用、発信手法 
  フリーペーパー 
 「RE：プロジェクト通信」 
 の発行配布及び、Webに 
 より公開。 



ひなぎく NDL東日本大震災アーカイブ（国立国会図書館） 
 
取り組みの目的 
 東日本大震災に関する記録・教訓を次の世代へ伝え、被災地の
復旧・復興事業、今後の防災・減災対策に役立てる 

 
対 象 
 Ｂ 震災の状況 
 Ｃ 震災後の活動 
 Ｄ 復旧・復興への取組み 
 

アーカイブに関する取り組み（行政機関） 
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アーカイブに関する取り組み（行政機関） 
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ひなぎく NDL東日本大震災アーカイブ（国立国会図書館） 
 
活動の概要 
ⅰ）収集の方法 
  国立国会図書館が、公的機関、民間団体、報道機関や、大学、 
 学会、研究機関など様々な機関・団体と協力して、東日本大震 

 災の記録を国全体で収集・保存。 
 
ⅱ）対象の活用、発信手法 
  参加団体が収集した資料 
 を一元的に検索ができる 
 ポータルサイトとして 
 Webで公開。 



震災伝承館（東北地方整備局） 
 
取り組みの目的 
 同じ悲劇を繰り返さないことを願い、この被災経験・ 
教訓を活かすための記録を作成。 

 
対 象 
 Ｂ 震災の状況 
 Ｃ 震災後の活動 
 Ｄ 復旧・復興へ 
   の取組み 
 

アーカイブに関する取り組み（行政機関） 
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アーカイブに関する取り組み（行政機関） 
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震災伝承館（東北地方整備局） 
 
活動の概要 
ⅰ）収集の方法 
  国土交通省東北地方整備局が、自ら撮影したもののほか、 

 市町村や建設関係業界などの協力を得て収集。 
 
ⅱ）対象の活用、発信手法 
  発災直後から時系列毎 
 にわかりやすいキーワード 
 を準備しWebにより公開。 



みちのく震録伝（東北大学） 
 
取り組みの目的 
 国内外や未来に共有する東日本大震災アーカイブ 
プロジェクト 

 
対 象 
 Ａ 歴史・地域の営み 
 Ｂ 震災の状況 
  
 

アーカイブに関する取り組み（大学・民間企業等） 
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アーカイブに関する取り組み（大学・民間企業等） 
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みちのく震録伝（東北大学） 
 
活動の概要 
ⅰ）収集の方法 
  東北大学災害科学国際研究所が、産学官の機関と連携して、 

 東日本大震災に関するあらゆる記憶、記録、事例、知見を収集 
 
ⅱ）対象の活用、発信手法 
  分野横断的な研究を展開 
 し、東日本大震災の実態の 
 解明や復興に資する知見の 
 提供を進める。 
  低頻度巨大災害の対策・ 
 管理の学問を進展し、今後 
 発生が懸念される東海・東 
 南海・南海地震への対策に 
 活用。  



東日本大震災の記録 Remembering 3.11（東北学院大学） 
 
取り組みの目的 
 後世の防災・災害対策など、将来的な活用に資することを 
目的とする。 

 
対 象 
 Ａ 歴史・地域の営み 
 Ｂ 震災の状況 
  
 

アーカイブに関する取り組み（大学・民間企業等） 
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アーカイブに関する取り組み（大学・民間企業等） 
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東日本大震災の記録 Remembering 3.11（東北学院大学） 
 
活動の概要 
ⅰ）収集の方法 
  東北学院大学が、東日本大震災の被害の状況及び復旧に関 
 わる資料を集約・保存。 

 
ⅱ）対象の活用、発信手法 
  震災直後に作成・配布され 
 た手書きメモ等を含む資料や、 
 復旧作業記録・震災に関わる 
 各種活動記録など、非常に貴重 
 な「生きた情報」をデジタル化 
 し永久保存が可能な形式に整え 
 広く社会に提供。 



震災アーカイブ（河北新報社） 
 
取り組みの目的 
 被災地にある新聞社として、震災の教訓が語り継がれ、
今後の防災・減災に少しでも役立たせることを目的とする。 
 
対 象 
 Ａ 歴史・地域の営み 
 Ｂ 震災の状況 
 Ｃ 震災後の活動 
 

アーカイブに関する取り組み（大学・民間企業等） 
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アーカイブに関する取り組み（大学・民間企業等） 
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震災アーカイブ（河北新報社） 
 
活動の概要 
ⅰ）収集の方法 
  河北新報社の記者、カメラマンが撮影した写真、市民より 
 提供された写真等のほか、過去の震災に関連した新聞記事の 

 見出しを収集・保存。 
 
ⅱ）対象の活用、発信手法 
  Webにより公開。 



「3.11」市民が撮った震災記録Web 
（NPO法人 20世紀アーカイブ仙台） 

取り組みの目的 
 震災を風化させることなく「市民が記録した写真を後世
に残す」 
 
対 象 
 Ａ 歴史・地域の営み 
 Ｃ 震災後の活動 
 Ｄ 復旧・復興の 
   取組み 

アーカイブに関する取り組み（大学・民間企業等） 
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アーカイブに関する取り組み（大学・民間企業等） 
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「3.11」市民が撮った震災記録Web 
（NPO法人 20世紀アーカイブ仙台） 

活動の概要 
ⅰ）収集の方法 
  市民の方にインターネット上で画像提供を呼びかけ。 

3.11定点観測写真アーカイブ・プロジェクト公開サロン 

ⅱ）対象の活用、発信手法 
  震災の記録写真を撮影した市民の方々をゲストに迎え、震災 
 によって、身近な暮らしがどのように変わったのか、市民が撮 
 影した写真を見ながら、当時の体験や考えた事をご本人に紹介 
 していただく。 
  また会場にお越しの方にも、当時 
 の暮らしの様子などをお話ししてい 
 ただき、震災を体験していない人々 
 に震災をどのように伝えていくのか 
 を一緒に考える場として公開サロン 
 を開催 



3.11メモリアルプロジェクト（一般社団法人 MMIX Lab） 
 
取り組みの目的 
 津波により被災した標識などの現物を中心に収集し、展示
などをすることにより、津波の猛威を後世に伝える。 

 
対 象 
 B 震災の状況 

アーカイブに関する取り組み（大学・民間企業等） 
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3.11メモリアルプロジェクト 

3.11 Memorial Project  （のこす） 



アーカイブに関する取り組み（大学・民間企業等） 
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3.11メモリアルプロジェクト（一般社団法人 MMIX Lab） 
 
活動の概要 
ⅰ）収集の方法 
  被災地に赴き、がれき撤去の対象（既に本来の価値を有しな 
 くなり、廃棄物として撤去されることがあきらかながれき等） 
 で、かつ、道路標識等、元の所有者・管理者が公的機関のもの 
 であるものを中心に収集。 

 
ⅱ）対象の活用、発信手法 
  収集した現物を国内外の 
 イベントなどで展示 



514の絆  東日本大震災からの復興に向けた商工会議所900日の歩み 

（日本商工会議所） 
取り組みの目的 
 1日も早い復旧・復興が強く望まれる中、全国514商工会
議所と日本商工会議所は、様々な取り組み、支援活動を行っ
てきた。こうした震災後900日の取り組みを紹介するととも
に、被災地の状況と今後の課題について伝える。 
 
対 象 
 B 震災の状況 
 C 震災後の活動 
 D 復旧・復興の取組み 

アーカイブに関する取り組み（大学・民間企業等） 
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アーカイブに関する取り組み（大学・民間企業等） 
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514の絆  東日本大震災からの復興に向けた商工会議所900日の歩み 

（日本商工会議所） 

活動の概要 
ⅰ）収集の方法 
  各商工会議所職員により撮影した写真や、関係機関から提供。 

 
ⅱ）対象の活用、発信手法 
  行政機関などの関係機関 
 への配付 



アーカイブの課題 
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① 特にＡ・Ｂ・Ｃの領域の資料は、時間の経過及び 
 復旧・復興の進捗に伴い減少する。 
 
② 各当事者の保有する資料の共有ができない 
 ・プラットフォーム機能 著作権・肖像権等の問題 
 
③ 今後、アーカイブをどのように活用していくべきか？ 
 ・市民、各種団体との役割分担 
 ・防災教育（学校教育、地域や市民の防災意識の涵養） 
 ・都市としての防災力の向上と教訓の発信 
 ・市民防災力（自助・共助）の向上 
 ・震災観光も視野に入れた「防災都市 仙台」の発信 



   

震災アーカイブの活用 
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論 点 

① 市として、今後自ら取組むべき事業は何か？ 
 
② 市民の記録を継続的に収集、記録、保存していくこと 
 について、市民協働で進めるために市が担うべき役割は 
 何か？ 
 
③ 域外への発信・プラットフォーム・後世に震災の記録 
 を伝えるために必要な仕掛けはどのようなものか？ 
 １） 市民の「学び」につなげる仕組み・仕掛けとして、 
  「どのような」仕組み・仕掛けが必要か？ 
 ２） 域外への発信するための仕掛け・仕組みにはどの 
  ようなものが考えられるか？ 


